外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	


平成２５年１月２２（火）　　　司会：松村　裕美　　　記録：高森　偉津子
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・松園ハイツ入居者様の火災前後の対応についての振り返りについて1/30（水）16:30～17:00

場所：病院1階集会室　にて行う予定である。

・2Fパーテンションのつまみ部分の修理が完了する。

・看護グループ内研修が4日間行われるためいずれかに参加する事。

テーマ：医療従事者としての姿勢と行動
実施日：2月4日(月)、5日(火)、7日(木)、8日(金)

・1/29　関係スタッフ及びベルエポックスタッフが集まり、清水　泰雅様の青山荘利用についての会議を行う。

・病棟入院患者様の田村　隆様、清川　厚子様、松川　麗様がデイケアを見学予定。

・立入り検査では、指摘事項無く終了している。

・高田マキ様～デイケア再利用手続きの為来所。利用目的は前回と同じであるとの事。

・上野　康弘様～デイケア見学の感想として「めんどくさい。」と話している。1/25（金）には

猪俣Ｄｒに相談しデイケア利用の意思があるのならば契約を進める予定である。

＜利用者様情報＞

・松川　順子様～外来待合室で表情冴えなく「デイケアにはいつ来れるか分からない。」と話している。11月から来所出来ていないため、妹様に電話連絡をする予定である。

・川口　尚良様～1/20（日）自宅にて下痢をし、1/21(月)来所される。本日も発熱、嘔吐等の症状は無く来所されているが、感染予防のため自宅療養として頂いている。

・下町サン子様～以前からぐらついていた歯を昨日抜歯している。本日午後も消毒の為歯科受診予定。今後も様子を見ながら抜歯を行っていく予定との事。食事摂取状況及び、痛みの状態を観察していく。

・下妻　康貴様～グループホームに移るも夜間の睡眠は不安定であると報告されている。ナイトケアの利用時間を増やしたい。毎週火曜日以外の週4日間を利用したいと前向きな発言が聞かれている。利用日については明日担当医へ相談し２月を目途に変更したいとの事。

火災後から特定女性メンバーから実家に連絡があり、グループホームに入ってからも家族に電話番号を聞きだして電話がかかってくるとの事。相手の行動に対して憤然としており、ナイトケア利用中の相手の様子に対しても不満が聞かれている為、スタッフも介入していく事を説明している。

・前野　義勝様～昨日来所し現在の生活状況を確認する。「誰もいないところで話をしたい」と希望さている。他者にアパートで生活している事を知られたくないとの事。「仕事をしていない人（障害者）と今後関わりを持ちたくない。今までの友人とも縁を切るつもりでいる。病院も信用出来ない」と話している。アパートの隣人に対して「１人で逃げるような人と同じアパートは嫌だ。言っている事が信じられない」と話され、生活が落ち着き次第転居を考えているとの事。
＜感染予防の対応について＞

①利用者様の健康チェック

○観察事項：嘔吐、吐気、下痢、発熱有無、顔色、頻度、症状開始時期、程度、家族の状態

普段の状態との比較

○体調確認及びスタッフ間の周知方法

· 朝、来所した時点で利用者様の観察をし、全員に声を掛け体調確認をする。

· 9：50にリーダーが当日参加者の状態確認を行い情報を集める。

· 朝のミーティングで利用者様へ再度声掛けを行い、体調を尋ねる。

· 不調の訴えが聞かれた際には、随時リーダーに報告する。

②情報の共有方法

· 朝のミーティングに入る前

· 11：55からデイケアからデイナイトケアに申し送りをする。

③感染の恐れがある人への対処（自宅療養の基準）

・症状がある場合は内科受診と自宅療養を促し帰宅して頂く。

・次の日の朝、（次の通所日）に一報を頂く。

・原因不明の場合は症状が治まってから2日経過後から来所して頂く。

④報告体制

· 感染情報、日誌、動静にて報告。

· トイレ、洗面所、手すり、ドアノブのハイター消毒をする。

・朝、昼10：40、夕16：00　毎日の実施とするが、11月から3月までは徹底して実施。

